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シンボルマーク 

今
度
は
長
寿
日
本
一
を
目
指
し
ま
支
 

百
三
歳
の
横
嶋
な
を
さ
ん
 

最
高
齢
で
褒
彰
金
百
万
円
 

8月31日現在 （ ）内は前回比、男23 , 977 (+ 22）女26, 759 ( +35）計50 , 736 ( +57）世帯17, 954 ( +34) 

九月十五日、成田市長から市内最高齢の横嶋

なをさんに長寿褒彰金と顕彰状を贈りました。 

市では、来年四月から、満百歳を迎えたお年

寄りに百万円を贈る市長寿褒彰金支給条例を施

行しますが、市内で唯一百歳を超える横嶋さん

に敬老の日にちなみ特例として贈呈しました。 

横嶋さんは 「百三年間いろいろなことがあっ

たけど今は、青山荘のたくさんの仲間と楽しく  

暮らしています。今度は日本一を目指します」 

と元気な声でお礼を述べた後、祝い唄の 「えび

す舞」 を披露しました。 

また、今年度百歳を迎えられる横嶋ィセさん、 

伊藤しわさんにも内閣総理大臣からの祝い状と

記念品を直接本人に成田市長から手渡し激励し

ました。 

発行五所川原市役所ノ編集総務課 〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地費代)35-21 11番 



を読み （予る小山内副会 毎月1日は、県民交通安全の日 

五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

）内は、前年対上ヒ 

運転はゆったりノ、ートにしっかりベルト 

交通安全は家庭から

交通事故概況 

青森県内 五所」順警察署管内 

発生 
5,776 

(+53) 

267 

(+34) 

死者 
95 

(+14) 

7 

(+1) 

傷者 
6,909 

（一70) 

341 

(+42) 

交
通
安
全

運
動
市
民
総
決
起
大

会
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台
風
五
号
で
リ
ン
ゴ
落
下
の
被
害
が

激
し
い
野
里
、
七
和
地
区
の
り
ん
ご
園

を
木
村
守
男
県
知
事
、
成
田
市
長
が
九

月
十
七
日
、
視
察
し
農
家
を
激
励
し
ま

し
た
。
 

成
田
市
長
は
「
県
内
で
も
り
ん
ご
の

被
害
が
出
た
の
は
こ
こ
だ
け
。
局
地
的

だ
か
ら
と
い
わ
ず
に
真
剣
に
支
援
策
を

考
え
て
ほ
し
い
」
と
知
事
に
被
害
状
況

の
説
明
を
し
ま
し
た
。
知
事
は
、
被
害

を
受
け
た
農
家
一
人
ひ
と
り
と
握
手
を
 
 

し
て
「
ど
う
い
う
助
成
・
救
済
策
が
で

き
る
か
考
え
て
行
き
た
い
。
 で
き
る
だ

け
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
支
援
し
て

行
き
た
い
。
つ
ら
い
だ
ろ
う
が
気
を
落

と
さ
ず
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
と
激
励
 

し
ま
し
た
。
 

市
農
政
課
の
調
査
に
よ
る
と
市
の
り

ん
ご
落
下
被
害
面
積
は
百
二
十
三

・
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
長
橋
地
区
 

な
ど
は
二
割
弱
の
り
ん
ご
が
落
下
し
ま
 

し
た
。
 

×、観
交
ロ
ら
は
 
ノ

イ
太
宰
各
v◇
字
を
堪

能

×
 

没
後
五
十
年
を
迎
え
た
作
家
太
宰
治

を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
九
月
十
一
一

日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
で
 「鈴
木
健
二
と

め
ぐ
る
太
宰
治
の
軌
跡
ー
津
軽

ー
」
、
ン

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
県
内
外
か
ら
約

千
人
が
訪
れ
て
太
宰
文
学
の
世
界
を
堪

能
し
ま
し
た
。
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
熊
本
県
立
劇

場
館
長
の
鈴
木
健
二
さ
ん
が
太
宰
治
の

小
説
「
津
軽
」
を
朗
読
し
た
後
、
鈴
木

さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
日
本
文

学
の
研
究
家
ド
ナ
ル
ド

・
キ
ー
ン
さ
ん
、
 

文
芸
評
論
家
の
三
浦
雅
士
さ
ん
、
作
家

の
中
沢
け
い
さ
ん
ら
で

「世
界
文
学
の

中
の
太
宰
治
・
太
宰
治と
津
軽
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
て
太
宰
文
学
の
魅
力
を

語
り
ま
し
た
。
 

九
月
十
六
日
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
市
民
総
決
起
大
会
が
市
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
、
交
通
指
導
員
ら
約
二
百

人
が
参
加
し
交
通
事
故
防
止
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
五
所
川
原
市
交
通
安
全
対

策
協
議
会
長
の
成
田
市
長
が

「市
民
一

丸
と
な
っ
て
安
全
運
動
を
展
開
し
大
き

な
成
果
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
こ
れ
を
受
け
五
所
川
原
市
交
通
安

全
母
の
会
連
合
会
の
小
山
内
富
美
子
副

会
長
が
 「思
い
や
り
、
譲
り
合
い
の
精

神
で

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
高
揚

を
図
り
交
通
事
故
の
無
い
社
会
実
現
に

向
け
て
頑
張
り
ま
す
」
と
大
会
宣
言
文

を
読
み
上
げ
交
通
事
故
防
止
を
誓
い
ま

し
た
。
 

知事に被害状況を説明する成田市長 

五所川原市役所 容35-2111 



翼伽 
―日を過こした参加者 

安
全
な
出
稼
を
目
指
し

て
 

出
稼
者
及
び
 

留
守
家
族
激
励
会
開
催
 

将
来

の
農
業
を
 

語
り

あ
う
・
・
・
 

お
で

か
け

相
談

会
開
催
 

細
文
化
講
演
会
 

と
 
き
 
1
0月
7
日
困
 

1
8時
3
0分
（開
場
1
8時
）
 

と
こ
ろ
 

オ
ル
テ
ン
、
ン
ア
 

入
場
無
料
 

テ
ー
マ
 

七
転
八
起
の
相
撲
人
生
 

講
 
師
 

尾
車
部
屋
親
方
 

（
元K
関
琴
風

）
 

尾
車
 
浩
一

氏
 

主
催
 
五
所
川
原
市
連
合
P
T
A
 

五
所
川
原
市
教
育
委
員
会

財
団
法
人
五
所
川
原
市
自
治
振

興
公
社
 

五
所
川
原
市
役
所
職
員
互
助
会

間
い
合
わ
せ
 
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
 
内
線

5
5
5
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心
地
よ
い
汗
を
流
し
 
銭
篠
購

嬢

K
会
開
催
 

九
月
三
日
、
西
北
五
親
善
伊
藤
杯
争

奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
岩
木
川
河
川

敷
市
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
、
 

西
北
五
各
地
よ
り
三
十
九
チ
ー
ム
、
約

三
百
人
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
当
市
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
五
所
川
原

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
前
会
長
伊
藤
徳
一

さ
ん
の
功
績
を
讃
え
毎
年
行
わ
れ
、
今

年
で
十
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
 

各
チ

ー
ム
は
日
頃
練
習
を
重
ね
て
い

る
だ
け
あ
っ
て
一
点
を
争
う
接
戦
が
続

き
、
参
加
者
は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。
 

三
好
中
三
年
 
川
浪
 
愛
さ
ん
 

「
命は
自
分
だ
け
の
も
の
じ
ゃ
な
い
。
 

か
け
が
え
の
な
い
命
を
犯
す
こ
と
、
 

自
ら
絶
つ
こ
と
は
し
て
い
け
な
い
こ

と
だ
」
 

い
じ
め
、

犯
罪
は
 

絶
対

や
め

よ
、っ
 

少
年
防
犯

弁
論
大

会

近
年
、
少
年
犯
罪
の
多
様
化
、
ボ

ー
 

ダ
ー
レ
ス
化
が
す
す
む
中
、
中
学
生
の

健
全
育
成
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
五
所
川
原
地
区
少
年
犯
防
弁
論
大

会
が
、
九
月
九
日
、
五
所
川
原
第
一
中

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
で
四
十
六
回
と
な
っ
た
同
大
会

に
は
鶴
田
中
を
含
む
五
所
川
原
地
区
の

六
校
か
ら
各
校
二
名
の
代
表
が
五
分
間

の
持
ち
時
間
で
、
い
じ
め
や
自
分
自
身

の
成
長
に
つ
い
て
日
頃
思
っ
て
い
る
こ

と
、
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

九
月
七
日
、
市
中
央
公
民
館
で
五
所

川
原
市
出
稼
協
会

（
会長
・成
田
市
長
）
 

主
催
の
、
 「
出稼
者
及
び
留
守
家
族
激

励
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
 

激
励
会
に
は
、
出
稼
者
や
留
守
家
族

約
百
人
が
出
席
し
、安
全
祈
願
祭
の
後
、
 

成
田
市
長
は
 
「安
全
な
出
稼
の
た
め
、
 

関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
と
り
事
故

防
止
や
留
守
家
族
の
援
護
を
進
め
ま
さ

と
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
カ
ラ
ォ
ケ
発
表
会
や
お

楽
し
み
抽
選
会
な
行
わ
れ
出
稼
就
労
前

の
出
稼
者
と
家
族
は
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

九
月
四
日
、
狼
野
長
根
公
園
内
の
勤

労
者
野
外
活
動
施
設
で
県
農
村
開
発
公

社
の
野
呂
達
賓
農
地
流
動
課
長
を
講
師

に
招
き

「
お
でか
け
相
談
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

市
内
農
業
経
営
者
を
対
象
に
農
地
流

動
化
な
ど
の
各
種
制
度
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
よ
う
と
、
市
農
業
委
員
会

（
鳴

海
秀
雄
会
長
）
が
主
催
し
て
今
年
で
1
11
 

回
目
を
迎
え
、
約
百
三
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
野
呂
課
長
に
よ
る
農
地
規
模

拡
大
に
伴
う
機
械
リ

ー
ス
事
業
の
有
利

性
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
参
加
者
は

昼
食
を
と
り
な
が
ら
市
農
業
委
員
ら
と

農
業
経
営
全
般
に
わ
た
る
意
見
交
換
し

将
来
の
農
業
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 



五
所
川
原
市
立
 

図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
 

ー

読
書

の
秋
で

す
ー
 

以
前
か
ら
、
よ
く
「
朝
の
読書
」
と

い
う
言
葉
を
聞
き
ま
す
。船
橋
市
の
中

学
校
が
は
じ
め
て
今
では
全
国
的
に
広

ま
っ
た
よ
う
です
。
当
市
で
も
五
所
川

原
小
学
校
が
お
こ
な
っ
て
い
る
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を家
庭
で

や
っ
て
み
た
ら
どう
で
し
ょ
う
。
夜
で

も
休
日
で
も
週
に
一
回
、
月
に
一
回
で

も
い
い
です
か
ら
家
族
全
員
で
本
を
開

く
時
間
をも
っ
て
み
ま
せ
ん
か？
そ
の

前
に
家
族
で
図
書
館
に
おい
で
に
な
っ

て
本
を
選
ん
で
い
か
れ
れ
ば
も
っ
と
楽

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

ザ
」
利
用
＜
だ
さ
い
ノ

・
 

毎
週
土
曜
日
（
午
前
中
）
 

市
民
課
の
窓
口
業
務
（
一
部
）
 

を
受
付
し
て
い
ま
す
 

市
民
課
 

内
線

2
0
1
、

2
0
6
 

◇
受
付
時間
 
9
時
、
1
2時
 

◇
業
務
内
容
 

①
住
民
票
世
帯
全員
（
謄本
）
の
交
付
 

②
住
民
票
世
帯
ュ
人
（
抄本
）
の
交
付
 

③
印
鑑
登
録
証明
書
の
交
付
 

（印
鑑
登
録
証
の
カ
ー
ドを
持
参
し
た
 

場
合
の
み）
 

④
住
民
票
記
載
事項
証
明
 

（
年
金受
給
者
の
現
況届
等
）
 

⑤
出
稼
労
働
者
手帳
の
証
明
 

※
印
鑑
登録
、
住
民
異
動
及
び戸
籍
等
 

は
取
り
扱
い
しま
せ
ん
の
で
、平
日
 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

全
校
清
掃
ボ
ーマ
ン
H
才
ァ
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
株
式
会
社
N
c
ア
パ
レ
ル

（
高
瀬

勇
社
長
）
廿
寄
贈
（
夏
・
冬
物
衣

類
二
千
三
百
枚
）
福
祉
事
務
所
か

ら
市
内
各
施
設
へ
。
 

O
長
深
京
子
さ
ん

（小
曲
字
板
橋
一

〇
）
廿
寄
贈
（
お
し
ぼ
り
三
百
李

交
通
安
全
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
運

動
用
。
 

⑥
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成

会
へ
 

〇
園
東
鉄
筋

（
東慎
治
社
長
）
廿
「
一

十
万
円
。
 

九
月
九
日
、
五
所
川
原
工
業
高
等
学

校
（
柴
田
孝
治
校
長
）
の
生
徒
が
岩
木

川
河
川
敷
や
菊
ケ
丘
運
動
公
園
な
ど
市

内
七
カ
所
に
分
か
れ
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
四
年
か
ら

奉
仕
活
動
を
通
し
て
生
徒
達
の
公
共
へ

奉
仕
す
る
心
の
育
成
、
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

岩
木
川
河
川
敷
で
は
、
建
設
省
の
五

所
川
原
出
張
所
長
に
よ
る
岩
木
川
の
説

明
の
後
、
生
徒
ら
は
清
掃
を
行
い
あ
ま

り
の
ゴ
ミ
の
多
さ
に
お
ど
ろ
い
て
拾
っ

て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
生
徒
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

感
想
文
を
書
き
ま
し
た
が
、
次
に
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。
 

生
徒
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
思
い

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
文
章
で

す
。
 

3
年
 
池
田
 
久
志
さ
ん
 

北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ご
み
拾
い
を
し

ま
し
た
。
 

意
外
と
ご
み
は
多
か
っ
た
で
す
。
近

く
に
駐
車
場
が
あ
り
、
空
き
缶
が
散
乱

し
て
い
ま
し
た
。
 

た
ば
こ
の
す
い
が
ら
も
多
数
あ
り
ま

し
た
。
特
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
野
良
 
 

犬
、
猫
が
体
内
に
取
り
込
み
ニ
コ
チ
ン

中
毒
に
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
を
見

ま
し
た
。
人
間
の
身
勝
手
な
行
動
が
こ

ん
な
こ
と
を
起
こ
J
て
い
る
の
で
同
じ

人
間
で
あ
る
自
分
は
ご
み
を
捨
て
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
 

1
年
 
木
村
ち
ひ
ろ
さ
ん
 

今
日
、
奉
仕
活
動
を
や
っ
て
す
ご
く

暑
か
っ
た
し
、
疲
れ
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
お
話
し
を
聞
い
て
川
の
水
は

き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
け
ど
、
ま
だ
汚

い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
す
ご
く
残
念

だ
っ
た
。
け
れ
ど
、
よ
く
見
る
と
空
き

缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
た
く
さ
ん
落

ち
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
ご
み
を
捨
て
な
い
こ
と
を
心
掛
け
て

呼
び
か
け
て
行
き
た
い
で
す
。
 
 

2
年
 
山
崎
 
秀
高
さ
ん
 

青
山
荘
に
行
っ
て
車
い
す
を
洗
い
ま

し
た
。
 サ
ビ
を
取
っ
た
り
大
変
で
し
た

が
す
み
ず
み
ま
で
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
 

最
後
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
 「
あり
が
と

う
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
活
動
し
て

よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
 

3
年
 
七
戸
聖
良
子
さ
ん
 

私
た
ち
が
毎
年
行
っ
て
い
る
か
ら
な

の
か
ご
み
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
気
が

す
る
。
あ
の
自
然
が
一
杯
の
公
園
を
住

み
良
い
き
れ
い
な
公
園
に
し
て
行
け
た

ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
少
し

で
も
き
れ
い
な
場
所
に
な
る
な
ら
こ
れ

か
ら
先
も
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
 

五
所
”
原
工
業
高鍵
護
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◇
特
別
出
演
 

2
5日
⑧
 
1
4時

、
1
5時
 

（
お琴
）
秋
元社
中
秋
元
と
し
先
生
ほ
か
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
 

機
関
誌
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
 

五
所川
盾帯
フ
ァミ
リ
ー
サ
ポー
ト・
セ
ンタ
ー
 

〒
0
37
1
0
04
5
市
内
新
町平
1
 

雪
（3
5)
8
8
98
 

子
育
て
中
の
家
庭
を
応
援
す
る
心
強

い
味
方
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポー
ト
・
セ

ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
て
半
年
がた
ち

ま
し
た
が
、
こ
の
度
機
関
誌
を
発
行
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
皆
様

か
ら
広
く
親
し
ま
れ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
を

募
集
し
ま
す
。
 

◇
応
募
資
格
 
市
内
在
住
か
、
市
内
に

勤
務
の
人
 

◇
応
募
方
法
．
官
製
は
が
き
に
機
関
誌

名
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、
 

性
別
、職
業
、電
話
番
号
明
記
 

◇
募
集
締
切
 
1
0月
1
4日
当
日
消
印
有

効
 

採
用
の
方
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
レ
フ

ォ
ン
カ
ー
ド
、
ポ
ー
ル
ペ
ン
を
進
呈
。
 

秋
の
（
行
政相
談
週
間
 

市
民
課
 
内
線
2
2
0
・
2
2
1
 

●

1
0月
1
1日
同
、
1
7日
田
 

市
民
の
皆
さ
ん
が毎
日
の
暮
ら
しの

中
で
、
行
政
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
苦

情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
聞
き
、
公
平
 

・

中
立
な
第
三
者
的
立
場
で
相
談
に
応

じ
、
行
政
の
改
善
に
役
立
て
て
い
く
、
 

そ
れ
が
 「行
政
相
談
」
で
す
。
 

相
談
は
無
料
で
、秘
密
を
守
り
ま
す
。
 

＠
特
設
相
談
所
開
設
 

●

1
0月
1
5日
困
 
1
0時
、
1
6時
 

市
中
央
公
民
館
第
2
会
議
室
 

◇
行
政
相
談
委
員
 

湯
田
長
一
郎
ー

ッ
谷
交
3
4)
2
53
1
 

長
内
 
せ
つ
 
み
どり
町
交
3
5)8
4
2
2
 

⑥
定
例
相
談
日
 
毎
週木
曜
日
 

1
0時
、
1
6時
 

市
民
課
（
市
民
相
談
室
）
で
、
電
話
 

や
手
紙
な
ど
で
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
 

ま
す
。
 

五
所
川
原
市
若
年
者
 

雇
用
奨
励
金
交
付
 

申
請
手
続
き
の
ご
案
内
 

商
工
観
光
課
 
内
線

3
8
ー
 

五
所
川
原
市
若
年
者
雇
用
奨励
金
の

交
付
申
請
を
平
成
1
0年
1
0月
1
日
よ
り

受
付
け
ま
す
。
 

今
回
は
、
平
成
1
0年
4
月
1
日
か
ら
 

9
月
3
0日
ま
で
に
2
5歳
未
満
の
若年
者

を
新
規
に
雇
い
入
れ
、
1
年
以
上
継
続

し
て
雇
用
し
、事
業
所
の
労
働
者
が
増

え
て
い
る
な
ど
、
 一
定
の
要
件
に
あ
て

は
ま
る
場
合
、
増
員
と
な
っ
た
若
年
者
 

1
人
に
つ
き
2
0万
円
を
市
か
ら
事
業
主

に
交
付
し
ま
す
。
 

◇
申
請
期
間
 
1
0月
1
日
困

、
3
0日
国
 

9
時

、
1
6時
 

（土
・
日
・
祝
日
除く
）
 

フ
レ

ー
フ
レ

ー
ニ
プ
レフ
ォ
ン
 

1
0月
1
日
ス
タ
ー
ト
 

翻
2
1世
紀
職
業
財
団
青
森
事
務
所
 

公
0
1
7
7

(7
6)
2
0
2
0
 

仕
事
も
家
庭
も
大
切
に
し
、
 
 
も
っ
と

安
心
し
て
働
き
た
い
あ
な
た
に
、
育
児
 

・

介
護

・
家
事な
ど
に
関
す
る
各
種
サ
 

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
こ
れ
ら
に

関
し
て
の
相
談
や
地
域
の
情
報
を無
料

で
電
話
で
お
応
え
し
ま
す
。
 

◇
相
談
日
 
月
曜
日
、
金
曜
日
（
祝
日

除
く
）
 

◇
時
問
 
9
時
3
0分

、
1
6時
3
0分
 

1
0月
1
日
ー
1
0月
3
1日

ま
で
は
、高
年
齢
者
の

雇
用
促
進
月
間
で
す
。
 

五
所
川
原
公

共
職
業
安
定
所

公
（3
4)
3
1
7
ー
 

事
業
主
の
皆
様
に
は
、
高
年
齢
者
の

雇
用
の
推
進
に
向
け
て
の
努
力
が
、高

年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れて
い
ま
す
。
 

6
0歳
定
年
の
義
務
（
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
第
4
条
）
 

平
成
1
0年
4
月
1
日
か
ら
定
年
制
に

つ
い
て
は
6
0歳
以
上
と
す
る
こ
と
が
義

務
に
な
り
6
0歳
を
下
ま
わ
る
定
年
は
無

効
と
な
り
、
定
年
を
理
由
と
し
て
労
働

者
を
退
職
さ
せ
る
こと
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
 

  

nf⑥rmati⑥n 」 

 

 

1
0月
1
0日
体
育
の
日
に
 

体
育
施
設
を
 

無
料
開
放
し
ま
す
 

ス
ポ
ー
ツ健
康
課
内
生
涯
ス
ポー
ツ
 

推
進
協
議
会
 

内
線
5
6
1
 

9
時

ー
1
6時
 

◇
解
放
施
設
 
市
民
体
育
館
、
市
営
球

場
、
市
営
庭
球
場
 

※
ま
た
、
市
民
体
育
館
に
お
い
て
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
だ
れ
で
も
で

き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。
 

◇
紹
介
種
目
 
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
、
ニ
チ

レ
ク
ボ
ー
ル
、
 ソ
フ
ト
バ
レ

ー
、

、
ン

ヤ
ト
ル
ボ
ー
ル
等
 

※
市
民
体
育
館
を
利
用
の
人
ズ
ッ
ク
 

（内
履
）
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

働
＜
婦
人
の
家
 

生
活
講

座
募
集
 

!！
、
、
く
、
にJ一
…
 
・
 

働
く
婦
人
の
家
 F
琴
愛
罷
瑠
 

で
 
一
【
ハ
ー8
9
5
3
 

.
'
 （
コJ
、
，
‘．‘
、
．.
 

1
 男
の
料
理教
室
 

ー
い
か
料
理
あ
れ
こ
れ
ー
 

●

1
0月
1
5日
困
 
1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分

◇
講
師
 
三
森
敬
子
先
生
 

2
 
お
も
て
な
し
料
理
教
室
 

●

1
0月
2
1日
困
 
1
0時

、
1
2時
3
0分

◇
講
師
 
竹林
恵
子
先
生
 

3
 
デ
コ
レ
J
シ
ョン
ケ
l
十
作り
教
室
 

●

1
0月
2
0日
因
 
1
3時
3
0分

、
1
6時
3
0分
 

◇
講
師
 
阿
部
芳
久
先
生
 

※
1
、
3
は
実
費
負
担
。
 

⑥
洋
食
テ
ー
プ
ル
マ
ナ
ー
教
室
 

●

1
0月
2
9日
困
 
1
8時
釦
分、
加
時
3
0分
 

◇
会
場
 
プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
 

◇
講
師
 
木
下
照
明
先
生
 

◇
会
費
 
5
、
0
0
0
円
 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
2
日
前
ま
で
。
 

連
絡
の
な
い
場
合
は
実
費
負
担
。
 

働
く
婦
人
の
家
利
用
者
会
発
表
会
開
催
 

●

1
0月
2
4日
田
 
9
時
3
0分

、
2
0時
 

、
2
5日
同
 
9
時
3
0分

、
1
6時

◇
内
容
 
各
サ

ー
ク
ル
の
作
品
展
示
、
 

舞
台
発
表
、チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザー
な
ど

◇
記
念
講
演
 

2
4日
田
 
1
0時
3
0分

、
1
2時
 

◇
テ
ー
マ
 
共
に
支
え
合
う
優
し
さ
の

あ
る
ま
ち
を

・
・
・
 

佐
藤
恵
子
先
生
（弘
前
学
院
短
大教
授
）
 



×

誘
競」
紀
暗
湾濃
簾
鯛
参

加
者
募集
ノ
 

◆
開
催
 

日
 
1
0月
3
1日
田
 

9
時
契

万
、
1
6時
 

1
1月
1
日
卿
 

9
時

、
1
6時
の
2
日
間
 

◆
開
催
場
所
 
市
民
体
育
館
 

◆
申
し
込
み
 

〇
申
し
込
み
期
間
 

1
0月
1
6日
国
ま
で
 

〇
申
し
込
み
先
 
五

所
川
原
市
家
族
フ
リ
 

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委

員
会
 
事
務
局

事
務
局
（
市
環
境
対
策
課
）
 

T
E
L
(3
5)2
1
1
1
 内
線
2
3
1
 

F
A
x
(3
5)3
6
1
7
 

環境対策課からのお知らせ内線 231 

年度第2回粗本ゴミ収集日程’) 
地 	域 	・ 	町 	名（町内会名） 収集 月 日 

毘沙門・長富地区 	飯詰地区 10月 19日（月） 

中川地区 三好地区 松島地区（唐笠柳・石岡・水野尾・漆川・太刀打ー哩予坪・石

畑・前落・中村・馬性・野崎・金山・田中・悪戸・宮田・川代田・米田・二本柳刑E崎・吹姐ト尻無） 
10月 20日因 

梅沢地区 七和地区 長橋地区 10月 22日休） 

栄地区（湊・姥庖・猫測・三ッ谷・稲実・稲実団地・米崎・柳沼・広田・藤浦団地・光ケ丘ニ

ュータウン・みなみ広田・広平・七ッ館・雇用促進住宅・虫流・ひがし光ケ丘・菖蒲） 
10月23日国 

小曲地区 みどり町1丁目～ 8 丁目 10月 26日（月） 

若葉第一・若葉第二・ニュータウン新宮・若葉苑・西若葉・若葉市営住宅・

若葉県営住宅・芭蕉・蘇鉄・新宮・新宮町・中平井町・下平井町・平井町・

幾世森・雛田町・敷島町・東雲町・十川町・さっき町 

10月 27日因 

寺町・岩木町・錦町・幾島町・柏原町・大町・本町・川端田千上平井町・末広町・ 

10月 29 日（木） 旭町・新町・第一柳町・第二柳町・元町・栄町・I‘町・千鳥町・湊団地・八重菊・ 

成田町・蓮沼・平和町・日の出町・不住魚・下り枝 

松島町1丁目～8丁目・布屋町・弥生町・鳥森・東町・鎌谷町・田園町・青葉町・ 
10月 30日国 

・ッ谷一一ッ谷可地 

⑥収集対象品目・洗濯機、冷蔵庫、テレビ、ミシンなどのー般家電製品 

・イス、テーブル（木製を除く） 

・自転車、スノーダンプ、バッテ I)ー、ストーブ（電池、油は除いてください） 

※可燃物の粗大ゴミは収集の対象外となります。 

狂犬病予防法により、飼い主には犬を一生に一度登録することと、年に一回の予
防注射を受けさせることが義務付けられています。 今年度まだ予防注射を受けさせ 

ーー ていない方は、日程をご確認のうえ、都合のよい会場で予防注射を受けてください。 
’ 	生後 3 ケ月以上の犬が登録・予防注射の対象となります。集合注射の会場では、 

登録と予防注射を一度に済ませることができます。また、犬の死亡・転居・譲渡の
届け出も会場でできますので、変更のあった方は届け出てください。 

◇料 金 新規の場合 6,000円（登録料 3,000円 注射料 3,000円） 
登録済の場合 3,000円（登録料 	0円 注射料 3,000円） 

月 	日 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

10/13(k) 

コミコ一ニテイセンター三好前 
コミュニテイセンター中川前 
毘沙門・長富コミュニテイセンタ―前 

コミュニテイセンター飯詰前 

コミュ一ニ・テイセンタ一松島前 

3
n'
1
0
3
 

 

0
0
0
0
0
 

 

9
0
・l
2
3
 
 

9
9
O
・l
3
  

0
0
0
0
0
  

0
5
4
3
0
  

一
 

一
 

一
 

一
 

一
  

1
1
 I
I
  

10/14（水） 

コミュニテイセンター七和前

コミ二1．ニテイセンター長橋前

梅沢コミュニテイセンター前

コミ．ュニテイセンター栄前
富士見コミュニテイセンター前 

9:00- 	9:30 
9:50-1 0:20 

10:40-I 1:10 
1 2:30-I 3:30 
13:50-I 4:20 

1O/15(*) 

市役所一 hn.-1U 駐車場車庫 
しきしまコミコ一ニテイセンター前 
五所川原保健所前 
鎌谷町防災センター前 
松島町松島会館前 

0
一

5
4
2
  

0
0
1
3
3
  

ー
ー

1
1
ー
  

0
4
3
1
5
  

0
0
0
0
0
  

9
0
0
2
3
  

0
0
0
0
0
  

一
 
一
 

一
 

一
 
一
 

 

ー
ー
ー

ー
  ※飼い主の皆さんへ 飼い主のマナーとして、犬を散歩につれていった際の 

J占、んはきれいに片イ寸けましょう。 

⑨
申
し
込
み
は
町
内
会
長
ま
た
は
班
長
へ
。
 

⑨

一
世
帯
に

つ
き
、
3
品
目
ま
で
と
す
る
。
 

⑨
名
札
は
必
ず

つ
け
、
朝

8
時
ま
で

に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

五所川原市役所 ft35-2111 nU
 

成
 

平
 

F1 	6 



後
期
市
民
弓
道
教
室
 

会
員
募
集
 

ナ
リ
タ
印
店

（
新
町）
 

公
（3
5)
1
0
8
3
 

き
の
こ
展
示
会
を
 

開
催
し
ま
す
 

《同
時開
催
》
き
の
こ
写
真
展
 

五
所
川
原
山
酔
会
事
務
局

費
（3
5)
21
1
1
 内
線
4
0
2
 

北
奥
文
化
研
究会
 

公
（3
4)
8
2
0
9

・
 小 
山 

体
育
の
日に
 

音
楽
に
の
っ
て
楽
しい
体
力
 

づ
＜
り
を
しま
せ
ん
か
 

文
化
講
演
会
 

市
屍
ザ
 

   

   

ン
 

五
所
川
原
市
婦
人
ス
ポー
ツ
協
議
会

費
（3
5)
8
6
8
5

・
藤
田

か
（3
5)1
2
9
2
・
山
内
 

●

1
0月
1
0日
田
 

1
0時
、
1
2時
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
ど
な
た
で
も
簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
 

ッ
チ
体
操
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
 

ン
ス
 

◇
講
師
 
山
内
 
政
、
藤
田
妙
子
 

◇
そ
の
他
 
バ
ス
タ
オ
ル
・
ズ
ック
準
 

備
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
 

（
レモ
ン
ズ
）
 

「
昼」
 
公（3
4)
7
1
7
5
・
宮
原
 

「夜
」
費
（3
4)
7
2
8
4
・
鳴
海
 

1
7時
以
降
受
付
 

◇
年
齢
、
性
別
は
間
い
ま
せ
ん
。
 

◇
練
習
日
 
「
昼」
毎
週
火
、
金
曜
日
 

而
時

、
1
4時
）
日
立
体
育
館
 

「夜
」
毎
週
水
曜
日
 

西
時

、
2
1時
）
第
三
中
学
校
 

/
 

●

1
0月
4
日
同
 

1
3時
、
 

市
中
央
公
民
館
（
入
場
無
料
）
 

◇
「考
古
学
が
変
え
た
日
本
史
ー
青
森

県
の
発
掘
成
果
か
ら

ー
」
 

青
森
大
学
教
授
 
村
越
 
潔
先
生

※
そ
の
ほ
か
「近
世
城
下
都
市
機
能
に

つ
い
て
」
と
題
し
北
奥
文
化
研
究
会

会
員
木
村
智
氏
に
よ
る
研
究
発
表
も

あ
り
ま
す
。
 

洋
服
の
青
山
新
五
所
川
原
店
 

（仮
）
出店
計
画
地
元
説
明
会
開
催
 

青
山
商
事
岡
 
担

当
・
久
松
 

公
0
3
(
3
7
7
0
)
1
5
8
6
 

●

1
0月
1
6日
岡
 

1
3時
3
0分

、
1
4時
3
0分
 

子
そ
だ
て
講
演
会
 

西
北
五
私
立
幼
稚
園
P
T
A
協
会

富
士
幼
稚
園
 
費
（3
4)
7
9
74
 

●

1
0月
8
日
困
 

1
0時
3
0分

、
1
2時
2
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
小
ホ
ー
ル
 

◇
講
師
 
金
盛
浦
子
氏
（
東
京
心
理
教
 

育
研
究
所
長
）
 

第
9
回
 

五
所
川
原
武
道
演
武
祭
 

●

1
0月
4
日
回
 

9
時
3
0分

、
 

五
所
川
原
工
業
高
校
体
育
館
 

◇
参
加
団
体
 
少
林
寺
拳
法
協
会
・
柔
 

道
協
会
・
剣道
協
会
・
弓道
会
・
銃
 

剣
道
協
会
・
空
手
道協
会
・相
撲
協
会
 

※
観
閲
者
に
は
記
念
品
進
呈
。
 

●

1
0月
6
日
、
1
1月
2
1日
 

第
5
回
 

五
所
川
原
狼
野
長根
公
園
 

ク
ロ
スカ
ン
トリ
ー
大
会
 

●

主
催
 
五
所
川
原
市
陸
上
競
技協
会
 

●

と
き
 
1
0月
2
5日
同
 
9
時
3
0分
 

●

と
こ
ろ
 
狼
野
長
根
公
園
 

◇
種
目
 
小
学
校
の
部
 1
、
5
』
 

中
学
校
の
部
 3
細

高
校
生
の
部
（
男
）
6
 

高
校
生
の
部
（
女
）
3
 

一
般
の
部
A
 
6
』
 

(3
5歳
以
上
）
B
3
』
 

、
ンー
ー
ア
の
部
 
3
』
 

◇
参
加
費
小
中
高
校
生
1
、
0
0
0
円
 

一
般
 

2
、
0
0
0
円

◇
申
し
込
み
 
大
町
3
61
3
 
い
わ
や

薬
局
2
階
 
工
藤
歯
科
医
院内
大
会

実
行
委
員
会
 

か
（3
4)8
8
8
3
 

◇
締
切
 
1
0月
1
2日
⑧
 

参
加
者
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ

ツ
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
選
手
は
無
料

に
て
夢
野
温
泉
に
入
浴
で
き
ま
す
。
 

暮
ら
し
の
移
動
相
談
室
 

青
森
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ

ー
 

容
（3
4)
3
2
0
5
 

専
門
家
が
無
料
で
市
民
の
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
移
動
相
 
 談

室
を
開
催
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
1
9日
同
 

1
0時
、
1
5時
 

五
所
川
原
郵
便
局
会
議
室
（
2
階
）
 

◇
内
容
 
税
務
、
年
金
に
関
す
る
相
談

※
相
談
し
た
い
人
は
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。
 

風
の
ま
つ
り
（
荒馬
座
講
演）
 

五
所
川
原
お
や

こ
劇
場

公
（3
4)
2
1
7
0
 

●

1
0月
5
日
同
 
1
8時
3
0分

、
 

五
所
川
原
小
学
校
体
育
館
 

●

1
0月
1
0日
田
 

1
0時

、
1
6時
 

五
所
川
原
中
三

・
5
階
催
事
場
 

◇
鑑
定
 
松
井
和
雄
先
生
 

ノ
 

五
所
川
原
商
工
会
館
2
階
 
毎
週

火
、
土
曜
日
 

多
目
的
ホ
ー
ル
 

1
9時

、
2
1時
 

◇
湊
字
千
鳥
へ
の
出
店
計
画
に
つ
い
て
、
 

三
道
会
館
2
階
弓
道
場
（
市役
所
裏
）
 

消
費
者
や
商
業
者
の
皆
様
に
大
規
模
 
◇
対
象
 
中
学
生
、
一
般
 

小
売
店
舗
法
に
基
づ
く
「
出
店
計
画
 
◇

そ
の
他
 
受
講
料
無
料
。
弓
具
は
、
 

概
要
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

備
え
付
け
の
も
の
有
。
 

km km 
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財
団
法
人

五
所
川
原
市
 

教
育
振

興
会
か

ら
の
お
知
ら
せ
 

助
五
所

川
原
市
教

育
振
興
会

五
所
川
原
市
教
育

委
員

会

学
校
教
育
課

内
 

内
線
5
5
2
 

平成10 年度元気なまちづ菱り 

―人でも多くの参加者を 

五所川原市地域集会日程 

市政を良くするために 

月
  

一
 

 曜日 時間 対象地域 開 催 場 所 

10 

。
J
  

金
  

9:30- 小曲地区 農村婦人の家 

12 日
「一
 
 

9: 30- 栄地区 コミュニテイ 
センター栄 

13:30-. 湊地区 湊集会所 

13 火
  

9:30- 松島地区 コミュニテイ 
センター松島 

13:30- 五所川原 
（南） 

富士見コミュニテイ 
センター 

19 月
  

9:30- 中川地区 
、
、
、
 

 コ
 

ュ
 
一
一
セ
 

テ
、
ノ
 
イ
タ
 

一
 

 巾
I
 
 

13:30- 三好地区 コミュニテイ 
センター三好 

20 火
  

9:3Q- 長橋地区 コミュニテイ 
センター長橋 

13:30- 梅沢地区 
梅沢コミュニテイ 

センター 

21 水
  

9:30- 七和地区 
コミュニテイ 

センター七和 

13: 30- 五所川原 
（北） 

中央コミュニテイ 
センター 

22 木
  

ま30- 飯詰地区 コミュニテイ 
センター飯詰 

13:30- 毘沙門 
長富地区 

毘沙門・長富 
コミュニテイセンター 

当
振
興
会
で
は
こ
の
度
、
囲
青
森
銀

行
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
奨
学
金
返

還
時
の
ロ
座
振
込
手
数
料
を
無
料

（
青

森
銀
行
本
支
店
に
て
当
振
興
会
の
振
込

依
頼
書
使
用
時
の
み
）
に
て
振
込
み
が

で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
県
外
在
住
（
青
森
銀
行
の
支

店
が
な
い
場
合
）
の
方
々
用
に
郵
便
振

替
口
座
を
開
設
し
、
郵
便
振
替

（
ただ

し
有
料
）
に
て
の
返
還
も
で
き
る
よ
う

に
い
た
し
ま
し
た
。
 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
自
に
郵

送
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

お問い合わせ
商工観光課

内線 392 

立
侵
武
多
の
紙
張り

の
ご
協
力
を
お
願い
し

ま
す
。
 

紙
張
り
作
業
〉
 

毎
日
9
時
か
ら
2
1時

ま
で
 

場
所
 
旧
市
民
文
化
会

館
（
立
侯
武多
製
作

場
所
）
 

。
（3
4)2
8
24
 

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
 

車
の
方
は
ご協
力
く
だ

さ
い
。
 

※
子
ど
も
の
参
加
には
、
 

父
只
の
同
伴
を
お願
い

し
ま
す
。
 

今
回
、
立
侵
武
多
と
一
緒
に
東
京
ド

ー
ム
に

行
き
、
出
店
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
津
軽
金

山
焼
の
毛
内
秀
登理
事
長
に抱
負
を
聞
き
ま
し

た
。
 

◇
東
京
ドー
ム
で
の
催
事
は
、
今
年
2
月
に
続

き
2
回
目
で
す
。
A7回
の
目
玉は
藤
巻
遺
跡
か

ら
発
掘
さ
れた
環
状
土
器
を中
心
と
し
た
シ
リ
 

ー
ズ
を始
め
五
所
川
原
の
心
意気
が
伝
わ
る
よ

う
な
作
品
で
、
立
侯
武
多に
負
け
な
いく
ら
い

見
て
く
れ
る
人
々
を
ド
ッテ
ン
さ
せ
る
よう
な

作
品
を
持
っ
て
行
き
ま
す
。
 

I皆さんぜひとも見に来てください」 
環状土器を持つ毛内理事長 
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平
成
1
1年
度

訓
練
生
募
集
 

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校
 

弘
前
市
緑
ケ

丘

1
1
91ー
 

丑
0
1
7
2
(3
6)
6
8
8
2
 

◇
募
集
人
員
 
3
0人
 

◇
募
集
期
間
 
1
0月
1
2日
5
1
1月
9
日

◇
応
募
資
格
 
高
卒
程
度
の
学
力
を
有

す
る
人
で
あ
っ
て
障
害
が
安
定
し
、
 

「
新
青
森
県
長
期
総
合
プ

ラ
ン
」
 

点
字
版

・
録
音
テ
ー
プ
 

ご
利
用
の
お

知
ら
せ
 

県
で
は
、
幻
世
紀
に
向
け
平
成
9
年

度
か
ら
の
1
0年
間
、
本
県
が
目
指
す
姿

と
こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
施
策

を
体
系
化
し
た
「
新
青
森
県
長
期
総
合

プ
ラ
ン

（
新
プラ
ン
）
」
を
平
成
9
年
 

1
年
間
の
訓
練
に
耐
え
ら
れ
、
就
職
 

2
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
 

を
希
望
す
る
人
。（障
害
者
手
帳
所
持
）
 
こ

の
度
、
こ
の
新
プ
ラ
ン
の
 
「点
字

◇
訓
練
期
間
 

版
」
と
「
録
音
テ
ー
プ
」
が
障
害
者
の

平
成
1
1年
4
月
、
平
成
1
2年
3
月
 
方

々
に
も
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
次

◇
応
募
手
続
き
 
入
校
を
希
望
す
る
人
 
の
施
設
に

備
え
付
け
ま
し
た
の
で
、
ど

は
、
願
書
を
公
共
職
業
安
定
所
に
提
 
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 （
願書
は
公
共
 
◇
設
置

施
設
 
市
立
図
書
館

・
企
画
課

職
業
安
定
所
に
あ
り
ま
す
）
 
・
福
祉
事

務
所
 

◇
間
い
合
わ
せ
 
〒
0
3
o廿
8
5
7o
 

青
森
県
企
画
部
企
画
調
整
課
総
合
計

画
担
当
廿
0
1
7
7
(2
2)1
1
1
1
 

（
内線
2
4
1
3
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

青
森
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
 

h
tt
p：
ク
W
W
W

・p
ref
・a
o晋
r
l・・
ら

障
害
を
持
つ
人
に
は
就
職
の
た
め
の
相
 

わ
ら
焼
き
を

や
め
、
 

談
か
ら
就
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
 

土
づ

＜
り
を
進

め
よ
ー
つ
ガ
【
 

で
、
事
業
主
の
方
に
は
障
害
者
の
雇
入
 

わ
ら
焼
き
は
年
々
少
な
く
な
り
ま
し

れ
か
ら
職
場
適
応
の
た
め
の
相
談
ま
で
、
 
た
が
依
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
地
域

公
共
職
業
安
定
所
や
関
係
機
関
と
連
携
 
が

あ
り
ま
す
。
住
民
の
健
康
を
害
し
た

を
と
り
な
が
ら
一
連
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
 

り
、
交
通
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
深
刻
な

っ
て
い
ま
す
。
 （
仕
事
がで
き
る
だ
ろ
 

悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
ら
は
、
堆

う
か
、
ど
ん
な
仕
事
に
つ
い
た
ら
ょ
い
 

肥
や
家
畜
の
飼
料
に
な
り
工
夫
次
第
で

か
、
仕
事
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
な
 
は
大

き
な
資
源
と
な
り
ま
す
。
わ
ら
焼

ど
働
く
障
害
者
を
支
援
し
ま
す
。）
お気
 
き
を

や
め
稲
わ
ら
を
有
効
に
活
用
し
ま

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

し
ょ
う
。
 

農
政
課
 

障
害
者
の
自
立
に
向
け
て
青
麗
害
者

職
業
セ
ン
タ
ー
は支
授
レま
す
。
 

青
森
障
害
者
職

業
セ
ン

タ
ー
 

公
0
1
7
7
(7
4)
7
1
2
3
 



◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

一
ー各
地
区
で
の
身
も
心
も
 

J
 

F
 

さ
っ
ぱ
り
す
る
健
康
相
談
L
 

●

1
0月
1
2日
回
 
1
0時

、
1
2時

湊
団
地
集
会
所
 

●

1
0月
1
2日
回
 
1
2時
3
0分

5
1
3時
釦
分

南
新
集
会
所
 

●

1
0月
1
2日
同
 
1
3時

、
1
5時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
敷
島
 

●

1
0月
1
5日
困
 
1
0時

、
1
1時
3
0分

松
島
会
館
 

●

1
0月
2
3日
岡
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

中
崎
集
会
所
 

健
康
 
相
談
 

  

●

1
0月
2
3日
岡
 

9
時
3
0分

、
1
2時
3
0分
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
テ
ー
マ
 

健
康
で
若
マ
し
＜
生
活
す
る
た
め
に
 

「生
活
習
慣
病
（
成
人
病
）
を防
ぐ
 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
」
 

◇
担
当
 
保
健
婦

・
栄
養
士
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

ご
飯
、
ェ
プ
ロ
ン
、
健
康
手
帳
（
お

持
ち
の
方
）
塩
分
測
定
を
希
望
す
る

方
は
、
み
そ
汁
（
小
瓶
に
い
れ
て
）
、
 

漬
物

（2
、
3
切
）
 

◇
定
員
 
先
着
3
0名
（
参加
費
無
料
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
0月
1
9日
⑨
 

か
ん
た
ん
ノ

‘
 

健
康
レ
ス
ト
ラ
ン
開
催
 

 

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
 

成
人

相
秋
秋
日
 

●

1
0月
2
3日
岡
 
1
3時

、
1
4時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
講
師
 

江
渡
内
科
医
院
 
江
渡
諒
治
先
生
 

◇
テ
ー
マ
 

『高
脂
血
症
と
冠
疾
患
』
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会

・
市
民
保
健
協
議
会
 

 

●

1
0月
1
4日
困
 

1
0時

、
1
2時
 
1
3時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

   

芸術の秋です ふるさと交流圏民センタ― 

公33-21 11 オルテンシア10 月の催物案内 
日 曜日 催 	物 開演 入場料 日 曜日 催 	物 開演 入場料 

大
 

ホ
 

ー
 

ル
  

1
  

木
  

ロシア極東交響楽団 

コンサート 
18:30 

S
  

】
』u
に
J
!k
J
 
 

臨
町
臨加
書
叩
  

m門
p
:
j
田
口
 
 

S
S
A
 
3
2

1
 
0

0
0
 
0
0
0
 

 
大
  

17 土
  

一中祭（合唱部、 

吹奏楽部定期演奏会） 
13:30 無 

nく。
 
 

土
  

第27回 全東北民謡

選手権大会（公開録画） 
13:30 整理券 18 日

  

第31回 青森県吟剣詩舞道

総連盟五所川原大会 
10:00 無 

4
'
 

 
日
  

らんまん ラジオ寄席 

（公開録音） 
13:00 整理券 

不
 

ー
 
ル
 

 

23 金
  

平成10年度 校内芸術鑑賞 
（五所川原工業高等学校演劇

鑑賞会） 
13:00 

6
  

火
  

五所川原第一高等学校 

「芸術鑑賞」 
13:00 

25 日 第28回 青森県民俗芸能大会 12:00 無 	料 

29 木 市内小中学生音楽発表会 10:00 無 	料 

[
I
 

 
水
  

文化講演会（元大関琴風 

現尾車部屋親方尾車浩一氏） 
18:30 無 	料 31 土

  

五所川原少年少女合唱団

定期演奏会 
18:30 無 	料 

。
J
 
 

金
  

後援会発足第4回記念コンサート

菅野美奈ピアノリサイタル

世界 2 大ピアノの響き 

19:00 

シングル券 
3,000円

親子券4,000円
学生券2,000円 小

 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

nく〕
 
 

土
  

五所川原市 

アンサンブルコンテスト 
13:30 無 	料 

8
  

木
  

西北五私立幼稚園 

PTA協会研修会 
10:30 

10 土
  

松風塾高等学校 

マンドリンオーケストラ 

第 3 回五所川原演奏会 

14:00 整理券 22 木 自動車検査員研修 13:30 

24 土
  

青森明の星高等学校 

入試説明会 
10:30 無 	料 

13 火
  

斎藤玲子の筆の世界 

伍所川原高等学校芸術鑑賞会） 
13:25 

27 火
  

CD 収録（五所川原 

小学校6学年親子レク） 
一
 

 

15 木
  

芸術教室 

けペラ「カルメン」 

板柳高等学校芸術鑑賞会） 

13:00 一
 

 28 水 社会保険実務研修会 13:00 

31 ト 綾扇会 13:30 無 	料 

9 平成10年 1川11目 
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今回は、市の健康づく り教室に参加しまし 

~ た鶴谷ョシさんを紹介します。 

’ー 	私の健康づく りは、 そうですね…と考えな

がら 「何でもしてみたいという気持ちがある

ことかな」 趣味の教室などに参加して仲間と

わいわい楽しむことがストレス解消になり健

康づく りにつながっていると思うと答えてく

れました。 

実は、私は 「病気の問屋」 といわれるく ら

い病気（高血圧症・糖尿病・膝関節痛・甲状

腺疾患） を持っています。 医師からは 「運動

しなさい、歩きなさい」 と言われるけど、 な

かなかできず困っていました。 

そんな時、広報で見つけた「やせたい教室」。 

タイ トルにひかれ参加し、気づいたのが二点。 

一つは、みんなと一緒に運動すると痛いの

を我‘慢し最後まで運動ができ 「痛い膝がこん

なにも曲がる」 のを発見したこと。 もうーつ

は食事のとり方で今までめ食事は塩分をとり 

ー すぎたこと。 今では、塩分のとり方に注意し 

’ て食事を作っています。 

一人ではなかなかできないことでも仲間と

ならできる。 やせたい教室の参加者でつく る

サークル （スリム） や趣味（7)f中間とこれから

も楽しく言舌しあいながら健康づく りをしたい

ですねと笑いながら抱負を語ってくれた鶴谷

さん。 みなさんも仲間で健康づく りいかがで

すか。 

I  救急医療当番医 

月用 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

0
 

ノI
 
d
'
 

 
ロ］
 
 

瀬川内科クリニック 五所川原市松島町1-79 33-0202 

加
  

日
。
  

増田病院 五所川原市字新町41 35-2726 

0
 /
  

ロ］
 
 

対馬内科小児科 五所井源市字田町4-5 34-3431 

※注 1．対I志時間（電話で確認してから）9:OO-17:OQ。 
2．その他、消防署（救急病院案内 ”34-4999) 

で紹介します。 

~「あなたも 	4f35 

h ー一ーーーーー 
作元み託んか 

圭 料理紹介 

ニ 

プーマ 
健康に良い 

一 

垂食生活をするために 

＝ 五所JI原市食生活改善推進員会 

Iこ飯のチ一ズせんべい I 
残りご飯が、カルシウムたっぷりのおやっ 

に早変わり。チーズはもちろん、ちりめんじ 	’ 

ゃこや桜えびにもカルシウムが多く含まれて 

います。育ち盛りのお子様だけでなく、骨粗 

しよう予防にもお勧めの一品です。 
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作り方 

①ごぼうは 2cm位の長さに薄切りして包丁の 

背でたたき、水にさらす。 

②ご飯とチーズを混ぜ合わせ 2等分する。 

―っにちりめんじゃこ、もう一っに桜えび 

と①を加え、それぞれ一口大に丸める。 

③②をそれぞれラップに包み、丸く押し広げ 

る。 

④テフ口ン加工のフライパンで表面が力 I)ッ 
と香ばしくなるまで両面焼く。（電子レンジ 

でもよい。表約3分・裏約 1 分） 

⑤ちりめんじゃこ入りの方に青のりを振りか

ける。 

〇 1 人分の栄養量 
エネルギ - l3lkcal 	たんぱく質 7.79 
脂肪 3.lg 	カルシウム 192mg 	塩分 0.49 	1 

'S 

献血のこ案内 
● io月 2 日岡 

9 時30分～11時30分 

小曲（農村婦人の家前） 

13時～16時 

田町（東北電力営業所前） 
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